


（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立荻浜中学校 

○ 私たちの取組 

「グッドポイントカード」 

 ○ 取組の紹介 

  行事や日常の学校生活で，頑張っていることや，し    

てもらってうれしかったことなどを認めたり，伝え合っ     

たりする取組です。取組を通して自分や友だちの良いと 

ころに気付くことができます。生徒と先生全員が参加し 

ています。 

全校生徒の似顔絵を描いたシートを２階廊下に掲示 

 しており，メッセージを記入した付箋をいつでも貼るこ 

とができます。 

 学校生活の中でも，お互いにいいところを「いいね」 

と伝えたり，「ありがとう」と伝えたりする機会が増え 

たように感じます。  

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立荻浜中学校 

○ 私たちの取組 

「席替え給食」 

 ○ 取組の紹介 

  給食時間は，毎日全校生徒と先生方が一緒に給食を食 

 べています。 

  座席を毎日くじ引きで決めているので，隣になった人  

と給食を食べたり，会話をしたりすることでコミュニケ 

ーションをとることができています。 

毎日違う人と隣になり，様々な話題で会話ができるの 

で，楽しい時間を過ごすことができています。 

 

 



 
小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立牡鹿中学校 

○ 私たちの取組 
『あいさつ運動』 

○ 取組の紹介 
 あいさつ運動は自分から進んであいさつをする習慣を身に付け，みんなが一日の始まりを気持ちよく迎えるために行っている活動で

す。生徒会が中心となり，登校時に先生や生徒同士であいさつを交わす機会をつくっています。この活動を通して，校内ですれ違うす

べての人たちに，自分からあいさつをする人が増えてきました。 
あいさつ運動を続けることによって，明るい学校をつくるだけでなく，地域の方々にも自ら進んであいさつをする意識の向上にもつ

ながっています。 



 小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立牡鹿中学校 

○ 私たちの取組 

『全校スポーツ大会～ソフトバレーボール大会～』 

○ 取組の紹介 

数年前に生徒会執行部の提案により，年に１回，生徒会主催でスポーツ大会を開催しています。今年は６つのチームに分かれてバレ

ーボール大会を行いました。チームは縦割りで編成し，学年関係なく意見を出し合い，気持ちを一つにして戦いました。 

 「全校生徒が楽しめる」「全員が活躍できる場を提供する」ということを合言葉に，ルールを考えました。この大会を通して，他学

年との交流を深めながら，学校への所属感を高め，いじめを生まない学校づくりができると考えています。 

 



 小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立牡鹿中学校 

○ 私たちの取組 

『各委員会による生徒集会』 

○ 取組の紹介 

生徒集会は，各委員会が全校生徒に向けて企画している集会です。今年度，生徒会執行部は「SNS の正しい使い方について」，保

健・給食委員会は「配膳時のマナーについて」,図書委員会は「本の貸出し数ランキングクイズ」,広報・福祉委員会は「イントロクイ

ズ大会」など，それぞれの委員会活動に関連した活動を企画し，実施しました。 

こうした集会を通して，自分たちが気持ちよく学校生活を送るためには，全校生徒がどのようなことを意識したら良いかや，よりよ

い学校をつくるにはどのようなことをしたらよいかを考えるきっかけになりました。 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立河南西中学校 

○ 私たちの取組 

 文化祭における『１人１役』 

 ○ 取組の紹介 

  【課題研究】 

  ・「鳥」の研究  ・「百人一首」の世界   他 

 

  【地域社会学校貢献】 

  ・文化祭の看板作成  ・地域の伝統芸能  他 

 

  【芸術表現】 

  ・劇   ・ダンス  ・映像作品制作 

  ・美術作品制作（絵・書道・折り紙）    他 

 

 「個性」を大切にし「互いを認め合う」ことができれば 

 いじめ防止になるのではないかと思った。文化祭を通し 

 て，一人一人が活躍する場ができたことは，西中生の 

 一員だという実感につながった。 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立河北中学校 

○ 私たちの取組 

 「地域の高齢者宅への慰問活動」 

 ○ 取組の紹介 

    河北中学校では，冬休みに全員が担当を決めて，地区の高齢者のお宅を訪問し，干支の置物や手紙        

   を渡すという活動を行っています。今年度はそれに加えて，生徒自らが手作りした防災キャンドルと 

   防災合言葉が入った防災啓発ティッシュを持         

   参して手渡しで届けました。おじいさん，おば        

  あさん方に「毎年楽しみにしているよ。」と笑顔 

  で感謝されると，私たちもうれしい気持ちにな 

   ります。地域とのつながりが少なくなっている 

   現在，私たちの河北地区ではこのような交流を    

   貴重な行事ととらえ，これからも私たちを育て 

   てくれた地域の方々に感謝の気持ちを忘れず  

   に頑張ろうと思います。 

 

 

 
 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立河北中学校 

○ 私たちの取組 

 「地域の小学６年生と保護者の方との交流会」 

 ○ 取組の紹介 

    河北中学校では，年に何回か次の年に入学してくる小学６年生が中学校に来る機会があります。授

業や部活動の様子を見学してもらうこともあります。また，写真は「入学説明会」での様子で，生徒

会執行部が学校紹介をしている場面です。春休み

の「一日入学」の際も同様の機会がありますが，

生徒会のしくみを説明するだけではなく，中学校

生活への不安を取り除いてもらうために，ゲーム

やクイズをして和やかな雰囲気を作るよう心が

けています。小学生は，部活動への参加や先輩と

の関わりについて気になっている子も多いと思

うので，「中学校は楽しい所だよ！」「優しくてお

もしろい先輩が多いよ！」ということをアピール

できたらいいなと思います。 

   

 

  

 



小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立山下中学校  

○ 私たちの取り組み 

小学生や地域の民生委員さんたちとの挨拶運動 

 

○ 取組の紹介 

   本校では，生徒健全育成ボランティア「シリウス」の活動の一環として， 生徒が月に１回，学

区内の小学校へ行って朝の挨拶運動を行っています。朝の元気な挨拶から行きたくなる学校を目

指すこと，また，中学生の先輩たちが元気に挨拶をする姿が小学生の手本となるようにという願

いから，活動を継続してきました。各小学校からは好評をいただいており，特に，昨年まで６年

生だった先輩が，中学生として立派に活躍している姿を見せることが小学生にも喜ばれているよ

うです。最近では，小学校の委員会活動と連動し

て，小学生と中学生が並んで挨拶運動をするなど，

活動が活発化してきています。更に，中学校では，

地域の民生委員と協力した挨拶運動を４回行い

ました。生徒だけでなく，民生委員の方々の前で

も，変わらない元気な挨拶ができることで，中学

校内だけでなく，地域でも元気な挨拶ができるこ

とを目標に活動に取り組んでいます。 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

 石巻市立住吉中学校 

〇 私たちの取組 

   小学校へ出向いての中学校説明会 

 

〇 取組の様子 

  毎年２月に、学区にある開北小学校と住吉小学校で中学校説明会が行われ、先生方から小学６年生 

に対して中学校の学習や生活について説明があります。そこに生徒会執行部役員の生徒も行き、中学校 

生活についてスライドを使いながら説明をします。基本的には各小学校のＯＢやＯＧである生徒が説明 

を行います。よく知らない中学校の先生方からの話だけでなく、よく知っている同じ小学校の先輩の説 

明ということもあり、小学生は少しリラックスした状態で話を聞いたり、楽しそうな学校行事の写真を 

見て中学校生活のイメージを膨らませたりすることができます。また、それぞれの中学生から、小学生 

への優しい歓迎のメッセージも話します。それにより、小学生にとっては、「中学校の先輩方は怖そう 

だ」、「うまくやっていけるか心配だ」という中学校生活への不安から、「自分もこういう先輩方のように 

中学校生活を頑張ってみたい」、「得意なことを生かして 

活躍できるかもしれない」という期待が大きくなったと 

いう生徒もいました。また、３月の入学説明会では、生 

徒会役員から、中学校生活全般に関係する説明をするこ 

とで、より具体的に中学校生活をイメージしてもらうこ 

とができます。 

これからも、新しく入学してくる後輩たちが、少しで 

も安心して中学校に入学できるよう、明るく楽しい中学 

校生活の雰囲気作りを頑張っていきたいと思います。 

  

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立青葉中学校 

 

〇 私たちの取組 

 「中学校体験会」 

 

〇 取組の紹介 

 当日は，２クラスに分かれ，生徒会執行部が中心となって体験授業を

行いました。クイズ形式で中学校の紹介をした後，グループに１人生徒

会執行部の生徒がファシリテーターとして参加し，小学生の悩みや質問

に答えます。「教科が増えること」や「体育祭，文化祭ではどんなことを

するのか」などの質問がありましたが，やはり，「勉強はついていける

か」，「先輩との関わり方」についての質問がたくさん出ました。勉強に

関しては，授業に真剣に取り組むことや予習・復習の大切さなど，ファ

シリテーターが優しく伝えることで，小学生の不安が少しずつ解消さ

れ，笑顔で会話する様子がうかがえました。 

次に，部活動見学を行い，全ての部活動を見学しました。先輩が一生

懸命練習に取り組む姿やファシリテーターとの会話の中で，小学生の先

輩に対する印象も変わっていき，感想では，「先輩が熱心に部活動に取

り組む姿に憧れました。」や「グループに入ってくれた先輩がとても優

しく，気さくに話してくれて嬉しかったです。」という声が多く上がっ

ていました。 

中学校体験会を終えての小学生の感想では，「中学校体験会を通して，

入学するのが楽しみになりました。」や「先輩が優しく中学校のことを

教えてくれて，勉強に対する不安もなくなりました。」など，中学校入

学に向けて，前向きな感想がたくさんありました。生徒会執行部の感想

では，「６年生の子が“先輩の話を聞いて中学校が楽しみになった”と

言ってくれて，役に立てたことを実感しました。」や「“青葉中に早く行きたい”と思ってもらえるように明

るく接し，丁寧に質問に答えることができた。」など，達成感を味わいながら，先輩としての自覚を更に高め

ている様子でした。 

中一ギャップを少しでも軽減し，希望を持って中学校に入学してもらえるように，今後もこのような活動

を行っていきたいです。 

 

 



〇私たちの取り組み                 

・いじめ STOP 運動の撮影，上映 

・異学年の交流を目的とした生徒集会の実施 

 

〇取組の紹介 

 今年の文化祭で各委員会の委員長や部長，生徒会のメンバ

ーで，いじめをなくす声掛けを目的とした３分程のショート

ムービーを作成しました。「ネットいじめ」を主なテーマと

し，「学級での係活動を発端に SNS を通していじめにあって

しまう」という内容で，動画を撮影しました。危険は身近に

ひそんでいることを，劇を通して伝えました。 

また，本校では，前々生徒会長が前生徒会長に，「いじめの

ない学校をつくるために，生徒集会を行って生徒同士の交流

を深めてほしい」と熱い思いを伝え，その思いを受け継いで，

生徒集会を定期的に実施するようになりました。この生徒集

会は前々生徒会長がいじめ STOP サミットで，他の中学校の

方から教えていただいたものです。 

今年もその思いを受け継いで，生徒会や委員会を主体とし

て生徒集会を企画し，実施しました。初めはお互いに話すこ

とができなかったり戸惑ったりしてい

ましたが，回数を重ねるごとに良い雰

囲気で活動できるようになりました。 

これらの活動の結果，異学年同士で

も交流し，いじめの風潮を軽減するこ

とに繋がったと考えています。また，桃

生中学校はより明るい中学校になった

と考えます。 

 

 

生徒集会の様子 

動画の中で使用したネット

でのトラブルの様子 

係活動決めの撮影風景 

 

石巻市立桃生中学校   

 





（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立万石浦中学校 

○ 私たちの取組 

 「ピア・サポート・クラブ」の運営 

 ○ 取組の紹介 

  ピア・サポート・クラブとは…… 

   生徒会執行部を中心に，有志からなる団体。「ピア」とは「仲間」のことで，様々な活動を通して仲間同士

のサポート活動を展開する。 

  １ 絆づくりサポート活動 

昼休みを活用して，全校レクリエーションを月に 

１回開催し，全校生徒の絆づくりを促進した。 

  ２ コミュニケーション向上サポート活動 

    挨拶運動や風紀委員会との連携を通して，学校 

全体のコミュニケーションスキルの向上に努めた。 

  ３ 学習ピア・サポート活動 

    放課後学習会を実施した。場所を提供すること 

と，サポーターの自作プリントで基礎学力を向上さ 

せることを目的として活動した。 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立万石浦中学校 

○ 私たちの取組 

 小中連携行事の充実 

 ○ 取組の紹介 

・運動会サポート活動（５月） 
   小学校の運動会に有志の生徒がサポーターとして運営に協力した。 

  ・学習会サポート活動（７月） 

   小学校の「夏休み学習会」に，有志の生徒がサポータ 

ーとして参加し，学習支援を行った。 

・３年生合唱披露（１０月） 

 頑張っている中学生の姿を見てもらう目的で，小学校 

の学芸会児童公開日に３年生が出向いて合唱を披露した。 

・部活動訪問（１月） 

 １・２年生全員が，各部に分かれて小学校を訪問し， 

部活動の紹介や簡単な体験活動を企画・運営した。小学 

生から「中学校生活への不安がなくなった」という声が 

多く聞こえた。 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立門脇中学校 

○ 私たちの取組 

『校内外でのあいさつ運動』 

 ○ 取組の紹介 

 私たち柏陵生徒会は「気持ちのいいあいさつが飛び交う学校」を目指し，あいさつに力を入れています。

月曜日から金曜まで，部活動ごとに割り当てを決め，毎朝校門と昇降口前でのあいさつ運動を行っています。

また，あいさつの大切さを伝えようという目的のもと，毎週火曜日の朝に生徒会執行部が大街道小学校に行

き，小学生と一緒にあいさつ運動を実施しています。今年度は昨年度以上に，生徒一人一人が自発的にあい

さつをしています。どの学級も，朝のあいさつだけでなく，授

業の始めと終わりのあいさつも元気良く行っています。大街

道小学校でのあいさつ運動では，小学生にとってあいさつの

大切さについて考える良い機会にとなっているようです。 

みんなが行きたくなる学校をつくるために，私たち柏陵生徒

会としては，まずは生徒一人一人が「自分たちの力で学校を良

くしようという気持ちをもつこと」が大切だと考えています。

その第一歩として，毎日のあいさつから良い雰囲気をつくっ

ていけるよう，今後も取り組んでいきたいです。 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立門脇中学校 

○ 私たちの取組 

全校学習会『柏陵寺子屋』 

 ○ 取組の紹介 

毎学期行われる期末考査に向け，生徒会執行部が主体となり，全校での学習会を行いました。放課後の時

間を使い，２日間開催としました。１日目は学習したい教科ごとに教室を分け，学習したい教科を選んで学

習する時間としました。２日目は，部活動ごとに教室を分け，学習しました。友人同士で教え合ったり，上

級生が下級生に優しく勉強を教える場面も見られました。１年生は，２，３年生から勉強法などを学び，具

体的な目標を掲げて学習することができました。上級生は，下級生に勉強を教えることによって，思いやり

の気持ちを育むとともに，下級生の手本になることで，自分に自信を持つことへとつながったと思います。 

門脇中学校では，KPU（門中パワーアップ）という学校生活向上

プロジェクトを立ち上げ「進んで学習する生徒」「明るく思いや

りのある生徒」「健康でたくましい生徒」という目指す生徒の姿

に近づくために様々な取組を行っています。様々な取組の結果，

全校アンケートにおいて「学校生活が楽しい」「学級の居心地が

いい」と答える生徒の割合は９割を超えるなど，非常に高くなっ

ています。今後もこれらの取組を継続，更に発展させていきたい

と考えています。 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立雄勝中学校 

〇 私たちの取組 

「挨拶運動」 

 

〇 取組の紹介 

毎朝、生徒会役員が昇降口に立ち、登校する児 

童生徒一人一人と挨拶を交わしています。この活 

動は、生徒同士の会話を促し、校内の明るい雰囲 

気づくりに役立っています。毎朝行っていること 

で、児童生徒がお互いに目を合わせて挨拶をした 

り、友達の様子の変化に気付いて声を掛けたりす 

るようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立雄勝中学校 

〇 私たちの取組 

「ありがとうキャンペーン」展示コーナーの設置 

 

〇 取組の紹介 

 校内廊下の共有スペースに、日々の生活の中で 

感じている「ありがとう」の気持ちを共有する展 

示コーナーを設置しています。それぞれの気持ち 

を付箋に書いて貼り、お互いに見合うことで一人 

一人の心を豊かにすることを目標としています。 

また、月毎にテーマを決めるなどして、たくさん 

の人が気軽に書けるように工夫しています。 

 

 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立渡波中学校 

○ 私たちの取組 

防災訓練 

（小・中学校・地域連携の炊き出し訓練と地域防災） 

 ○ 取組の紹介 

 どちらの活動においても，地域と学校，また小中が連携することで，地域に住む多くの方と触れ合い，コ

ミュニケーションの輪を広げることにつながった。こ

の活動を通して，実際に地域の方と会話をしたり，自然

に挨拶を交わしたりすることができるようになった。 

特に炊き出し訓練に関しては，前日から，地域の方と

中学生が一緒に下準備をする中で，和やかな雰囲気で

会話や料理を楽しむことができ，双方にとって有意義

な時間となった。また，皆で同じものを食べたり，おい

しさを共有したりしたことで，より地域が一体となっ

た活動となった。 

話せる人や相談することができる人が増え，いじめ

の未然防止につながってきた。 

 

 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立渡波中学校 

○ 私たちの取組 

様々なボランティア活動 
（小学校への学習支援，榎壇地区祭り，サン・ファン渡波市民祭り，榎壇BBQ，栄田祭りなど） 

 ○ 取組の紹介 

 平成 30 年度から学校独自でボランティアセンターを開設している。ボランティアを“する側”と“受け

る側”のコミュニケーション，つまり学校と地域，小中

の学校間の双方向でのつながりがよりスムーズにな

り，地域全体の活性化につながるだけでなく，生徒の実

践的なコミュニケーション能力の育成も目標にしてい

る。 

この活動を昨年度から行ってきたことで，生徒のコ

ミュニケーション力が徐々に高まり，生徒同士で助け

合ったり，心配し合ったり，時には，喧嘩の仲裁に入り，

場を収めたりと，人のために活動ができる生徒が増え

た。また，地域の方の学校への関心が高まり，より地域

の見守り活動も活性化してきた。 

今後もこの活動を続け，人のために動ける生徒が増

えるよう，皆で声を掛け合えるようになりたい。 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

石巻市立渡波中学校 

○ 私たちの取組 

 地域交流 

（毎朝の挨拶運動や地域交流活動など） 

 ○ 取組の紹介 

 渡波中学校では，挨拶はコミュニケーションの基本という考えから，毎朝中学校付近の交差点と昇降口に

立ち，中学生はもちろん，小学生や通勤途中の地域の方

などへの挨拶運動を行っている。 

 今年は，更に地域交流活動ということで，地域交流レ

クリエーションを行った。囲碁や将棋，花札などどの年

代でもできるレクリエーションを行った。その結果，年

代を超えた白熱した戦いがあったり，それを見て地域

の方と生徒が話したり，戦い後に戦術を学んだりと自

然とコミュニケーションをとる場となった。 

 今後は，より多くの地域の方や保護者の方にも参加

していただき，コミュニケーションを取り合える，あた

たかい雰囲気を学校はもちろん，地域にも発信してい

きたい。 

 

 

 





（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

東松島市立矢本第一中学校 

○ 私たちの取組 

 心の朝錬 

 ○ 取組の紹介 

   毎月１５日と３０日を原則とし，７時４５分 

  から「心の朝錬」として部活動ごとに学校内外 

  の清掃活動やごみ拾いを行っています。部内の 

団結力を高めるとともに，一中生の奉仕の心や 

思いやりの気持ちを向上させています。 

また，元気なあいさつは学校生活の基本と捉 

え，毎朝部活動単位であいさつ運動を実施して 

います。校門や昇降口だけでなく，学校周辺の 

歩道（あいさつ通り）でも行っています。学校 

内の活気と人間関係に良い影響を与え，地域に 

貢献していく姿勢も高めています。 

 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

東松島市立矢本第二中学校 

○ 私たちの取組 

生徒健全育成ボランティア「アルタイルⅡ」による非行防止キャンペーンの実施 

 ○ 取組の紹介 

 矢本第二中学校では，平成３０年に石巻警察署と連携し，生徒健全育成ボランティア「アルタイルⅡ」を

立ち上げ，学校や矢本二中学区の安心と安全のために総勢２２名で活動しています。その活動の１つに学期

に１回，地域に出向き，石巻警察署や地区の防犯協会と合同で非行防止キャンペーンを行っています。今年

度は７月に陸前赤井駅前，１２月はドン・キホーテ石巻

街道店で行いました。当日は，メンバーが作成した非行

防止のアルタイルⅡオリジナルのチラシと石巻警察署

で準備していただいた防犯グッズなどを駅の利用者や

ドン・キホーテに来たお客様に配布しました。非行防止

キャンペーンの様子は，毎回，地元の新聞にも取り上げ

られ，地域の方々に「アルタイルⅡ」の活動を知ってい

ただく機会になっています。これらの取組によって，

「アルタイルⅡ」の活動が地域のために役立っている

ことを実感することができています。また学校全体と

しても，アルタイルⅡのメンバーが地域で頑張って活

動しているから，しっかり生活していこうとする意識

の向上にもつながっています。 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

東松島市立鳴瀬未来中学校 

○ 私たちの取組 

 返したくなるあいさつ運動 

 ○ 取組の紹介 

この活動は毎朝元気よく登校できるように行っています。各クラスがローテーションで時間通りに集まること

で、生活リズムを整えることができます。 

 生活委員会で企画した『返したくなるあいさつ運動』は

クラスごとに相手から返してもらえるようなあいさつを

考えました。どのクラスもあいさつの方法や行う場所など

を工夫していて，登校時の笑顔が増えていました。全ての

あいさつ運動が終了した後に，先生方の投票で優勝クラス

を決めました。そして、優勝したクラスのあいさつを未来

中生全員で行いました。 

 たくさんの意見が出てクラスの団結力も高まり，この活

動を通して、朝から笑顔が増えたような気がします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

東松島市立鳴瀬未来中学校 

○ 私たちの取組 

        リサイクル資源回収 

 ○ 取組の紹介 

この活動のきっかけは、自分達が行いたい活動の資金を集めるために生徒会が企画し始まりました。今では学

校の伝統的な行事となり、生徒だけではなく地域の方々も

参加します。地域との交流を大切にし、自分達が中心とな

り活動してきました。 

 主に、段ボール・ビン・カン・雑誌・自転車などを回収

し、軽トラックで家をまわったり、集積所など決まった場

所に集められたゴミを生徒たちでトラックに積み込んだ

りして、分別場所に運びます。 

 当日は全校生徒・保護者・先生方がひとつとなって資源

の大切さや地域の環境整備について考え活動をします。地

域との関わりが減っていく課題もある中でより良いもの

にできるように、全力で活動していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

東松島市立鳴瀬未来中学校 

○ 私たちの取組 

      募金活動 

 ○ 取組の紹介 

東日本大震災の時にたくさんのご支援をいただいたのでそのお返しとして、台風被害にあった千葉県の皆さん

のために募金活動と励ましのメッセージを送りました。 

 どちらも文化祭で保護者の方にもご協力いただいたお

かげで、たくさんの募金とメッセージが集まりました。 

 集まった募金は東松島市を通して千葉県の君津市に送

られ、君津市の市長さんからお礼の手紙を頂きました。生

徒会の交流もあったので、いつもよりコミュニケーション

が活発になりました。 

 

 

 



(様式)中学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組

女川町立女川中学校

○ 私たちの取組
「大量のありがとうで大漁に !」

～友だちのよかつたところや感謝の気持ちを書いて掲示しよう。 (1学年)～

○ 取組の紹介
私たち 1年生では,「友だちの良いところや,すばらしいところをお互いに見つけ,掲示物を通して伝え合

いましょう。」という取組をしています。工夫した点は,海の街女川らしく,良い行いを魚に見立てて釣り上

げるという設定にしたことです。学年の一人一人が海で魚釣りをしている様子を表現した掲示物は,折り紙

や画用紙を使つて,みんなで制作しました。たこやアンコウなど様々な種類の魚には,友だちから見た良い

行いや感謝の気持ちが記述されています。約 1年間で,どの友だちも5匹以上の良い行いが釣り上げられて

います。この取組を通して,自分の頑張りやよさなどが周りの友だちや先生方に認められることに喜びを感

じたり,自分が知らなかった友だちのよさに気が付いたりすることができました。また,みんなで自他のよ

さを目に見える形にしたことで, 自己肯定感が育まれ,学年全体が温かな雰囲気になっています。

感謝の魚は今でもどんどん釣られていて,「大量のありがとうで大漁」になっています。
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（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

 登米市立東和中学校 

 

○私たちの取組 

 「あいさつ大使の任命」 

○取組の紹介 

  東和中学校には，代々生徒に受け継がれている３本柱「あいさつ」「清掃」「集団行動」があります。３本柱

は地域や小学校にも認知されている伝統の一つです。その中でも，「あいさつ」をより良いものにしていくため，

「あいさつ大使」という役割を新たに作りました。今年度はあいさつ大使を中心に「立ち止まって」「自分から」

あいさつを行うことを重点的に強化しました。２年生から２名，３年生から２名選ばれた大使は，あいさつの点

検や指導，望ましいあいさつの仕方について考え，全校に伝えるなどの役割を果たしています。その結果，１年

生から３年生まで，立ち止まってあいさつを行う生徒が増えています。あいさつ大使を中心に，朝から気持ちの

良いあいさつを行うことで，友達とのコミュニケーションを円滑にし，みんなが「通いたい」と思えるような学

校づくりを進めています。 

 

 

 

 



                                       登米市立中田中学校 

○ 私たちの取組 

  いじめ撲滅運動（各クラスからのいじめ防止標語の発表） 

  

○ 取組の紹介 

    いじめ防止活動の一環として，いじめ撲滅運動を行いました。学級活動の時間を活用し，いじめ防止の

ために学級で何ができるのかを考えました。１時間目は,いじめの定義を理解した上で，「いじめの傍観者

はいじめになりうるのか」というテーマで,ワークショップを行い，学級内で意見交換を行いました。その

上で,２時間目にワークショップ出された意見を参考にしながら，自分たちの学級でいじめを起こさない

ためにどのような事を心掛けたら良いのかを標語で表現するという活動を行いました。そしてまとめとし

て，各クラスの学級委員が自分たちの学級の標語を生徒集会で全校生徒に紹介しました。各学級それぞれ

真剣に討議を重ね，標語を作ることができ非常に有意義な活動となりました。 

 

 

 

 

 

 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない生きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立豊里中学校 

○ 私たちの取組 

   校内いじめ防止標語コンテスト 

 ○ 取組の紹介 

いじめをなくし，誰もが来たくなる学校づくりをするため，いじめ防

止運動の一環として，生徒会執行部を中心に「校内いじめ防止標語コン

テスト」を実施した。実施後，掲示内容を立ち止まってみる人が多くい

た。いじめをしている人はいじめの抑止になり，いじめられている人に

とっては安心して相談できる環境づくりに一層つながったと考える。

今後もいじめについて考える取組を企画し，誰もが来たくなる学校づ

くりを目指していきたい。 

  ＜内容＞ 

1 朝活動の時間に，執行部が各教室（４学年～９学年）で趣旨説明を行  

い，全員が標語を考えた。(図１) 

2 執行部で各学級から提出された標語に一覧表にまとめる。(図１) 

3 一覧表をもとにアンケート調査を行い，各学級から標語を３点選出 

する。(図１) 

4 各学級から選出された標語を放送で紹介したり，昇降口に掲示した 

りした。(図２) 

 

図１ 校内標語コンテストとアンケート 

図２ 昇降口前に掲示した標語 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立米山中学校 

○ 私たちの取組 

「いじめ撲滅運動①」いじめ撲滅のための生徒集会 

 ○ 取組の紹介 

・生徒集会で生徒会役員からいじめとは何かを投げ掛けた。 

  ・生徒会本部役員と２年生の協力生徒で寸劇を行い，いじめ 

の具体例について解説した。 

 ・いじめについて理解を深めたところで，学級委員が中心と 

なって，「いじめ撲滅行動宣言(個人)」と生徒会で企画し 

た「いじめ撲滅学級スローガン」について各クラスで話し 

合い，全校集会で発表した。 

※話合いでは，いじめが発生する要因を洗い出し，学級の 

課題についても考えた。 

・今年度から生徒会が中心となって「いじめ撲滅学校スロー 

ガン」を作成した。 

・こうした取組で生徒一人一人がいじめについて考える             

だけでなく自分の行動を振り返る場にもなった。 

 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立米山中学校 

○ 私たちの取組 

「いじめ撲滅運動②」いじめ撲滅標語コンクール 

 ○ 取組の紹介 

・全校生徒を対象にいじめ撲滅標語を募集した。 
  ・各学年から優秀賞を３作選出し，更に優秀賞全 

   ９作の中から最優秀賞１作を選出した。 

  ・米山中学校では，これ以外にも「あいさつ運動 

の活性化」や「意見箱の設置」，「校内美化コン 

クール」等を実施し，行きたくなる学校づくりを 

目指している。 

 

〈校内最優秀賞作品〉 

つくらない 一人ぼっちは ぜったいに 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立石越中学校 

○ 私たちの取組 

「気付きの木」 

 ○ 取組の紹介 

  校舎１階の昇降口の近くに，「気付きの木」を掲示した。各学年１本の木を準備して，花びらのカード

に，友だちの良いところを書いて貼った。互いのよさを認め合うことや，周りをよく見る力をつけるとと

もに，学級や学年の仲を深めることを目的として実

施した。 

どの学年も「気付きの木」の木の枝に，たくさんの

花を咲かすことができた。その中には，「優しい人が

たくさんいる」や「楽しい学級」などの気付きが見ら

れた。 

この活動を通して，それぞれの学年で互いの良い

ところを見つけることができた。また，周りを見て行

動する力がついた。 

 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立石越中学校 

○ 私たちの取組 

「校内いじめ防止標語コンテスト」 

 ○ 取組の紹介 

  皆が安心して過ごすことのできる学校を目指し，「校内いじめ防止標語コンテスト」を実施した。全校

生徒一人一人が素晴らしい標語をつくることができた。作成した標語を掲示して全校生徒が投票をした。

投票する標語を選ぶために，じっくり眺める姿が見

られた。投票の結果，優秀と認められた作品は石越

中学校の代表として，全国いじめ防止標語コンテス

トに出品した。 

標語をつくることによって，全校生徒のいじめ防

止への関心が高まった。生徒会執行部では，これから

もいじめ撲滅に力を入れて活動を続ける。 

 

 



（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立南方中学校  

 

○私たちの取組 

あいさつ運動の強化 

 

○取組の紹介 

週のうち火～木までの３日間，部活動単位，または学級単位で 

週交換であいさつ運動を行っています。 

この取り組みはいじめを生まないために生徒同士で,あいさつを 

通してコミュニケーションを図ることが目的です。 

また,生徒会執行部は月・水・金を中心に，学年ごとに 

場所を分けてあいさつ運動を行い，運動を推進しています。 

 

登米市立南方中学校  

 

○私たちの取組 

各委員会による取組 

 

○取組の紹介 

放送委員会・・・毎日帰りの放送でいじめ防止の呼びかけ 

広報委員会・・・いじめ防止標語を掲示する 

図書委員会・・・いじめについての本を置く 

 

 

上記の活動などのように，年度初めに委員会ごとに 

「いじめのない学校をつくる取組」を考えてもらい， 

生徒会を中心に全校生徒で取り組んでいます。 

 



（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立津山中学校 

○ 私たちの取組 

  小中連携あいさつ運動 

 ○ 取組の紹介 

   ・毎月第二水曜日の朝に小学校で，小学生と一緒 

にあいさつ運動を行っています。 

   ・中学校の生徒会執行部の生徒がそれぞれの出身   

小学校で行っています。 

   ・柳津小学校では児童会の児童と，横山小学校で 

は委員会でのあいさつ運動と一緒に昇降口で行 

っています。 

・あいさつを通して，小学生や先生方と自然とコ 

ミュニケーションを取ることができました。 

   ・あいさつ運動を行った日は，一日を明るい気持 

    ちでスタートすることができした。 

   ・明るく，元気の良いあいさつを心がけ，小学生 

に中学生の様子を伝えることができました。 

   ・中学生が小学生にとって身近な存在であること 

を感じ取ってもらえました。    

 

 

 

（様式）小学校や地域に広げていく「いじめを生まない行きたくなる学校づくり」の取組 

登米市立津山中学校 

○ 私たちの取組 

地域貢献募金 

 ○ 取組の紹介 

   ・毎月 28日を津山の日として募金活 

    動を行っています。 

   ・集めたお金で車いすを購入し，非常 

    災害時に使用できるよう，公民館や 

支所に贈呈する予定です。 

 ・各委員会と連携して行っています。 

  例えば，厚生委員会はポスターを制 

作し，図書委員会は福祉コーナーを 

設置しました。 

・全校生徒に，地域に貢献する活動を通して，思いやりの気持ちを高めてほしいと願いから，生徒会

執行部が企画を提案しました。 

  ・活動を根付かせて，津山中学校が地域の活性化の中心となることを目指したいです。  

 


